
 

第四章 結論 

4-1 各章のまとめ 

 第一章では、環境イメージの定義と、本研究の目的を述べた。 

 第二章では、分析の方法と流れを述べた。 

 第三章では、県全体，郡別，市町村別，流域別，時間変遷の各分析をし、その結果を

述べた。 

 第四章では、各章のまとめ、本研究の成果と課題について述べる。 

  

4-2 本研究の成果 

和歌山県において、「川」が“清”く，“澄”みわたっているというイメージを出して

おり、また流量の多い川が多く、流れが“尽きない”というイメージを出しているとい

える。また「山」が多く「平野」が少ないため「山」にふれやすい県土であるというイ

メージを有しているともいえる。 

  また、紀北、紀中、紀南でそれぞれ「川」、「山」、「海」の認識の比率が異なり、紀北

は「川」と「山」が、紀南は「海」の比率が高く、各地域の特色が出ている県土である

といえる。 

  さらに、「歴史」として古くから信仰されている“高野山金剛峯寺”や“熊野大社”が

環境イメージとして認識されていないことから、あまり「歴史」を校歌にしない県土で

あるといえるのではないだろうか。 

 そして、自然環境をよく詠んでいる県土であることから、この結果で地域イメージを

把握することに寄与し、地域環境を守ることに、少しは役立つのではないだろうか 

 

 4-3 今後の課題 

  環境イメージとしての校歌で、実際がどうであれ、地域の誇るべき要素が、詠み込ま

れているため、現状に触れないが、生徒や地域の人が、誇るべき要素を重要視している

かを調べてみる必要がある。 

  分析面で、数量化Ⅲ類を用いての分析が出来なかったので、数量化Ⅲ類で分析するこ

とも今後の課題である。 
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